
贈与交換システム論による美術教育学の構築
－美術教育実践の贈与交換・相互交感・純粋贈与の三層構造解－

The Construction of the Science of Art Education Using Gift Exchange Systems Theory:
Art Education Practice Has Three Strata; Gift Exchange, Mutual Response, and Pure Gift

*金子 一夫
KANEKO Kazuo

本稿は戦後日本の過剰な人間主義的美術教育言説を克服するため，贈与交換システム論的な 
美術教育学の再定義を提案する。まず，美術教育学を美術教育実践，反省知・実践知命題群，
美術教育科学・美術教育実践学の相互関係と規定した。次に美術教育実践の美術教育科学的考 
察を贈与交換システム論の観点から行い，美術教育実践が形式的に贈与交換，実質的に相互交 
感 ,本質的に純粋贈与という三層構造から成ることを明らかにした。さらに美術教育における 
成熟の問題，実践知命題群から美術教育実践学へ至る道筋を示した。　
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This paper aims to construct a science of art education using gift exchange systems theory, which aims 
to overcome the over-humanistic discourse on art education in Japan following World War II. The author 
defines the science of art education as referring to interrelations between practices, reflective propositions, 
experience propositions, reflective studies, and empirical studies. The author reveals that art education 
practice consists of three strata; the formality of gift exchange, the practicality of mutual response, and 
the essential nature of pure gift. Finally, the maturation of art education and the path leading to empirical 
studies of art education are discussed.
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　本稿は，読解主軸の鑑賞題材の目標・理念・
内容・方法等を重点的に考察した，前稿「カ
ラヴァッジョ「聖マタイの召命（1599-1600年）」
（図 1 ）の多角的読解の試み―祭壇画鑑賞の
一提案」1) を受け，信州大学教育学部附属松
本中学校 3 年C組で筆者が実践した鑑賞授業
（2016年 2 月17日実施）の分析・検証を基柱
とする。したがって，前稿を理論篇，本稿を

　鑑賞対象に潜在する学習有効性の掘り起
こし及び多角的検討が，現在取り組む読解的
鑑賞研究の中心的課題となる。本稿もこの枠
内に位置付けられ，カラヴァッジョ「聖マタ
イの召命」の前稿題材研究を基に行った，
信州大学教育学部附属松本中学校 3 年C組
での検証授業を分析した。特に本稿では知
識不問との理由から導入を以前嫌った自由
解釈に注目し，国語科教科書に載る鑑賞文
執筆課題や自由解釈系譜のVTS・対話型
鑑賞の検討も含む理論的考察とワークシー
ト記述内容の解析の二本立てで自由解釈の
有効性を調べ，国際理解的観点からも極め
て高い意義・可能性が確認できた。その自
由解釈と教師説明とが中身面白く密度濃け
れば共存可能な点も実証できた。論争を背
景とするマタイ特定作業やロールプレイの
導入も前稿論察を受け補説し，「聖マタイ
の召命」を学習材に使う読解的鑑賞の具体
的提示が進展できた。

カラヴァッジョ「聖マタイの召命（1599-1600年）」を学習材
として使う読解主軸の鑑賞授業の考察
―授業検証を通じた観察，自由解釈，情報提供（知識補塡），ロールプレイ等
の分析を中心に―

A Study of Reading-Comprehension-Based Art Appreciation Classes Using 
Caravaggio’s “Calling of St. Matthew (1599-1600)” as a Learning Material：
Particularly Focusing on Analyzing Observation, Free Interpretation, Supply of Information 
(Supplementation of Knowledge), Role-Play and so on through Class Verifi cation
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1．はじめに

図 1  ミケランジェロ・メリジ・ダ・カラヴァッジョ（Michelangelo Merisi
da Caravaggio）「聖マタイの召命」1599-1600年　カンヴァス，
油彩 322×340cm ローマ，サン・ルイジ・デイ・フランチェージ聖堂
画像出典：
https://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/c/ce/
Caravaggio%2C_Michelangelo_Merisi_da_-_The_Calling_
of_Saint_Matthew_-_1599-1600_％ 28hi_res％ 29.jpg
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　現在，特別支援学校では校種を問わず多く
の学校で造形活動や図工・美術（以後，美術
と記す）の授業が行われている 1)。筆者が勤
務していた特別支援学校 2) では，小・中・高
等部すべてで美術の授業が行われており，そ
の後研究や学校見学で訪れた特別支援学校で
も同様に，すべての学部で美術が行われてい
た。また，直接関わっていない学校でも，
Webサイトを閲覧すると学校のホームペー
ジには児童生徒の作品が紹介されていたり，
展覧会で受賞した作品が掲載されていたりす
る。さらに，自治体によっては複数の特別支
援学校が企画・運営に携わり，美術館やギャ
ラリーでの大規模な展覧会を開催してい
る 3)。これらを散見すると，特別支援学校で
は美術が教育課程に組み込まれ，児童生徒は
何らかの美術的な活動を日常的に行っている
ことが臆見できる。
しかし，先行研究では，これらの実施実態

は十分に明らかにされてこなかった。1950
年以降に公表された美術科教育と特別支援教
育の複合領域をテーマにした文献は119稿存
在したが 4)，多くは個別の事例を対象とした
実践研究であり 5)，特別支援学校における美

　本研究の目的は，全国の特別支援学
校における美術の実施実態を調査し，
今後改善すべき課題を明らかにするこ
とである。調査では，分校を除く970

校の各学部に在籍する美術の主任教員
2909名を対象に質問紙を送付した。
821名から返信があり，そのうち不備
の無かった508名を分析対象とした。
分析の結果，99％の特別支援学校・
学部で美術の授業が実施され，週に平
均1.83コマ（ 1 コマの単位時間の平
均は48.18分）の授業が行われてい
た。しかし，90％の教員は養成課程
で障害のある子ども達を対象にした美
術の指導に関する学習の機会を得てお
らず，着任後の研修の機会もほとんど
ないことが明らかとなった。

特別支援学校における美術の実施実態に関する全国調査

National Survey on Implementation Realities of Art Education at Special Needs 
Schools
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1．問題の所在と研究目的
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1．問題の所在と研究目的

45美術教育学（美術科教育学会誌），第 38号（2017年 3月）

　現在，特別支援学校では校種を問わず多く
の学校で造形活動や図工・美術（以後，美術
と記す）の授業が行われている 1)。筆者が勤
務していた特別支援学校 2) では，小・中・高
等部すべてで美術の授業が行われており，そ
の後研究や学校見学で訪れた特別支援学校で
も同様に，すべての学部で美術が行われてい
た。また，直接関わっていない学校でも，
Webサイトを閲覧すると学校のホームペー
ジには児童生徒の作品が紹介されていたり，
展覧会で受賞した作品が掲載されていたりす
る。さらに，自治体によっては複数の特別支
援学校が企画・運営に携わり，美術館やギャ
ラリーでの大規模な展覧会を開催してい
る 3)。これらを散見すると，特別支援学校で
は美術が教育課程に組み込まれ，児童生徒は
何らかの美術的な活動を日常的に行っている
ことが臆見できる。
しかし，先行研究では，これらの実施実態

は十分に明らかにされてこなかった。1950
年以降に公表された美術科教育と特別支援教
育の複合領域をテーマにした文献は119稿存
在したが 4)，多くは個別の事例を対象とした
実践研究であり 5)，特別支援学校における美

　本研究の目的は，全国の特別支援学
校における美術の実施実態を調査し，
今後改善すべき課題を明らかにするこ
とである。調査では，分校を除く970

校の各学部に在籍する美術の主任教員
2909名を対象に質問紙を送付した。
821名から返信があり，そのうち不備
の無かった508名を分析対象とした。
分析の結果，99％の特別支援学校・
学部で美術の授業が実施され，週に平
均1.83コマ（ 1 コマの単位時間の平
均は48.18分）の授業が行われてい
た。しかし，90％の教員は養成課程
で障害のある子ども達を対象にした美
術の指導に関する学習の機会を得てお
らず，着任後の研修の機会もほとんど
ないことが明らかとなった。

特別支援学校における美術の実施実態に関する全国調査

National Survey on Implementation Realities of Art Education at Special Needs 
Schools
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複数著者の場合の例




